


油圧式に比べクリーンで経済的、さらに 使いやすい。つばきのパワーシリンダ
電動式 5つ のメリット

ケーブル配線のみで油漏れなし

油漏れや騒音が発生
■ 工場設備や自然環境・土壌を汚染する油漏れの対策が必要。
■ ポンプの作動音や油圧バルブからの流体音による騒音が発生。
■ 廃油を燃やして処分するため、温暖化ガスが発生。

油圧式シリンダで

ネジ、ギヤはグリース潤滑

※本比較データは計算値です。
　低減効果を保証する値ではありませんので参考としてお取り扱いください。

環境への影響

設置場所が限定

油温管理が必要精度と安定性

　　　位置決め精度が低く、
長時間の荷重保持は不安定
■ ブレーキ制御が無く、高精度な停止はストッパが必要。
■ 長時間の荷重保持は常時ポンプ駆動が必要で、エネルギーが無駄。
■ 昇降機の場合、停電や配管の破損による落下の危険がある。

安定した推力が得られない 　　　 油温が高くなると
高頻度運転が難しい

速度制御が難しい

■ 高頻度な起動による油温上昇を抑えるため、
    放熱性の高い大容量タンクが必要。
■ 油温上昇による油の粘性変化で、速度が不安定になる。
■ 油やパッキンは油温が高くなるほど劣化が促進する。

           遠隔操作のシステム構成が複雑          周囲の温度変化が
大きい場所での使用が難しい
■ 油の粘性は周囲温度に影響するため、油温管理が必要。
■ 周囲温度が0℃未満では使用できない。
■ 高温条件は油やパッキンなどの劣化が促進する。

熱源の近くで使いにくい
■ 油やパッキンなどの劣化が早まり、メンテナンス頻度が増す。
■ 油漏れは引火の危険があり、消防法など各種規制への対応が必要。
■ 高温による油の粘性変化で、速度が不安定になる。

■ 配管が長くなり、取り回しも複雑。
■ 長尺な配管は、効率の低下や油漏れリスクが高くなる。
■ 点検工数が増し、屋外などカバーがあると油漏れが発見しにくい。

こんなお悩みはありませんか？
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● クリーンな環境が必要な用途
　  医療機器、食品機械

● 自然環境への配慮が必要な用途
　  港湾設備

● 火気やヒータを伴う用途
　  ごみ処理設備、
     鉄鋼設備

● 加圧保持が必要な用途
　  ホッパ、扉開閉

● 位置保持が必要な用途
　  プレス用ローラの昇降、
     リフタの昇降

● 装置と制御室が離れている用途
　  港湾設備、鉄鋼設備

● 屋外に設置が必要な用途
　  建設設備、クレーン設備

● 高頻度な起動が必要な用途
　  段積み装置、
     コンベア用ストッパの作動

● 高速運転でタクトアップが必要な用途
　  検査装置

■ 速度精度に影響する油の粘性変化を安定させるため、
    油温管理が必要。
■ 超低速は不安定な運転となり、大きな速度範囲は対応できない。
■ 高速運転になるほど配管などによる損失が大きくなり
    伝動効率は悪化する。

● 屋外に設置が必要な用途
　  建設設備、クレーン設備

● 火気やヒータを伴う用途
　  ごみ処理設備、鉄鋼設備

クリーン性 制 御 性 設 置 性 メンテナンス性 省エネ性

ブレーキ付モータにより
確実に荷重保持

中間停止はオプション制御で可能

ケーブルを制御盤へつなぐだけ

有資格者でなくとも
取り扱い可能

周辺機器が不要で
 シンプルな構成

配管が不要で
メンテナンスも簡単

比較条件　定格推力58.5kN　速度22mm/s　ストローク500mm　
1往復/10分×12時間/日×250日/年

KWh/年 KWh/年382 1955

1台あたりの年間電力使用量
油圧式シリンダの場合

1/5約
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■ 油圧管理のため、定期的な油交換やタンクと配管の洗浄が必要。
■ 安定した油圧の維持には油温管理が必要。
■ 複数のシリンダによる同調運転が困難。

● 推力管理が必要な用途
　  プレス機

● 複数台の
    同調運転が必要な用途
　  鉄鋼設備




